
勧告の目的

1)人の健康を防護する
・放射線による被ばくを管理し、制御することにより、
確定的影響を防止し、
確率的影響のリスクを合理的に達成できる程度に減少
させる

2)環境を防護する
・有害な放射線影響の発生の防止、または頻度の低減

勧告の目的（国際放射線防護委員会（ICRP） 2007年勧告）

防護の原則
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被ばく状況と防護対策
放射線による人の被ばく状況

防護の原則

被ばくが生じる前に防護
対策を計画でき、被ばく
の大きさと範囲を合理的
に予測できる状況

線量限度
（一般公衆）1mSv/年
（職業人）100mSv/5年

かつ50mSv/年

対策
放射性廃棄物処分、長
寿命放射性廃棄物処分
の管理等

緊急時被ばく状況緊急時被ばく状況

管理についての決定が
なされる時点ですでに被
ばくが発生している状況

参考レベル
1～20mSv/年のうち低
線量域、
長期目標は1mSv/年

対策
自助努力による放射線
防護や放射線防護の文
化の形成等

現存被ばく状況現存被ばく状況計画被ばく状況計画被ばく状況

急を要するかつ、長期的
な防護対策も要求される
かもしれない不測の状況

参考レベル
20～100ｍSv/年の範囲

対策
避難、屋外退避、放射線
状況の分析・把握、モニ
タリングの整備、健康調
査、食品管理等

mSv：ミリシーベルト
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